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藤中生による読み聞かせ（小中一貫教育） 

 藤枝中学校区小中一貫教育の取組の一つとして、１１月２８

日（火）、中学生による読み聞かせを行いました。毎年、藤枝中

学校の２年生が読み聞かせに来てくれます。 

 中学生は日常の学校生活の中で小学生を相手にする場面はあ

りませんが、学年に応じた優しい言葉、伝わりやすい言葉で接

してくれたり、小学生にもわかりやすい本を選んでくれたりす

るなど、異年齢の交流のお手本となる姿を見せてくれました。 

 小学生の子供たちにとっては、地域の中学校に通う中学生を

身近に感じる機会となります。特に６年生にとっては２年後の

自分の姿をイメージする機会にもなります。 

  

１０月末には藤枝中学校区の３小学校が中学校の体育館をお

借りして、交流会を行いました。今年度は、そこに中学１年生

が英語で中学校の先生方を紹介するという交流も実現しました。

６年生の子供たちにとっては中学校進学への不安が少し小さく

なる時間になっているでは、と考えています。 

１月には、中学生によるあいさつ運動を予定しています。今

後も中学校区の学校と連携して、小中一貫教育を進めていきま

す。 

 

瀬戸谷小とも交流をしています。 

  

１０月から１２月にかけて学年ごとに瀬戸谷小学校の子供たちと交流をしています。１年

生にとっては初めての交流、２年生以上にとっては１年ぶりの交流となります。 

 学校紹介や学習してきたことの紹介、遊びを通しての交流が中心ですが、違う学校の同学

年の子供たちとの交流は、大きな刺激になります。また、出かけることが多い稲葉の子供た

ちにとって、他の学校の子供たちをお迎えするという立場も経験することができます。 

 １年に１度の交流ですが、１年前のことを覚えている子も少なくなく、お互いの成長も確

認できたようです。 



１２月の予定 

 １日（金）６年生薬学講座 クラブ活動  １５日（金）クラブ活動 

 ３日（日）地域防災訓練         １６日（土）Fujieda English camp 

 ７日（木）スクールカウンセラー来校日  １８日（月）かきぞめ 

      家庭教育学級閉講式      １９日（火）かきぞめ 観劇教室 

 ９日（土）お弁当の日                ５年生消費者教育出前講座 

      学習発表会          ２０日（水）かきぞめ 

１１日（月）学習発表会代休日       ２１日（木）特別日課５時間 

１２日（火）４年生瀬戸谷小との交流          スクールカウンセラー来校日 

１３日（水）くすのきタイム        ２２日（金）特別日課４時間 授業最終日 

１４日（木）２４６年読み聞かせ            にこにこあいさつの日 

○今年度の冬休みは１２月２３日（土）から１月８日（月）までとなり、９日が授業再開日

となります。９日は特別日課４時間で下校、１０日は特別日課５時間、給食開始となりま

す。 

○１月４日が学校諸会費の引き落とし日となります。金融機関の年始休業が明けての初日と

なりますので、確実に引き落としができるよう、年内のご準備をお願いします。 

 

日頃の体調管理と感染対策、ありがとうございます。 

 夏日もあった１１月、「この暑さはいつまで？」と思ってしまうこともありましたが、ここ

へ来てこの季節らしい気候となってきました。 

 全国的にも早い段階でインフルエンザが流行し、特に９月以降、市内でも学級閉鎖の情報

が多く入りました。本校は、保護者のみなさまのお子様に対する体調管理と感染対策のおか

げで、欠席者も心配なレベルに達することなく１２月を迎えることができています。 

 １２月の授業日数は１６日しかありません。この１６日を元気に過ごすことが充実した冬

休みにつながります。引き続きの対等管理と感染対策をお願いいたします。 

 

５年生が餅つきを行いました。（稲葉を学ぶ 稲葉で学ぶ 稲葉の方から学ぶ） 

 ２９日（水）には、５年生が餅つきを行いました。これは、地域のみなさまの御支援と御

協力をいただき、もみまきから田植え、稲刈りを体験的に学習させていただき、収穫したも

ち米を使ってついたものです。 

 藤中学区小中一貫教育は「はばたけ！ふるさとの誇りを担う子どもたち」をキャッチフレ

ーズとして、願う子ども像の一つに「ふるさとを大切に思う子ども」を掲げています。それ

を受けて、本校では「稲葉を学ぶ 稲葉で学ぶ 稲葉の方から学ぶ」をテーマに生活科や総

合的な学習、それに結びつく教科学習を組んでいます。 

 これからも稲葉のことを学んだり、稲葉の方から学んだりすることを大切に、教育活動を

進めていきます。 


